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わ
か
り
や
す
い
貧
血
の
は
な
し

■
は
じ
め
に

　

貧
血
は
、
血
液
の
病
気
の
中
で
最
も
頻

度
の
高
い
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
の
大

部
分
は
鉄
欠
乏
性
貧
血
で
す
が
、
鉄
欠
乏

性
貧
血
と
い
う
言
葉
は
貧
血
の
病
態
を
示

し
て
お
り
、
本
質
的
な
病
名
は
、
鉄
欠
乏

を
き
た
す
原
因
疾
患
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
鉄
欠
乏
性
以
外
の
貧
血
で
は
、
重

篤
な
造
血
器
疾
患
の
可
能
性
も
あ
る
た

め
、
特
に
赤
血
球
以
外
の
白
血
球
や
血
小

板
が
減
少
す
る
場
合
は
速
や
か
に
精
査
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
一
般
血

液
検
査
か
ら
見
た
貧
血
の
種
類
と
そ
の
病

態
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
貧
血
と
は

　

貧
血
と
は
、
赤
血
球
に
結
合
す
る
酸
素

が
身
体
の
必
要
量
に
対
し
て
不
十
分
な
状

態
で
あ
り
、
血
液
単
位
容
積
中
の
赤
血
球

数
、血
液
中
の
血
色
素
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
）

濃
度
、
血
液
単
位
容
積
中
の
赤
血
球
容
積

の
割
合
（
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
）
が
低
下
し

た
場
合
を
さ
し
ま
す
。
最
初
に
注
目
す
べ

き
検
査
値
は
Hb
濃
度
で
す
。
厳
密
に
言
え

ば
、
生
理
学
的
な
酸
素
必
要
量
は
個
人
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
小
児
お
よ
び
妊

婦
で
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
11
ｇ
／
d l
以

上
、
思
春
期
お
よ
び
成
人
女
性
で
は
12
ｇ

／
d l
以
上
、
成
人
男
性
で
13
／
d l
以
上
が

基
準
値
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
に
お
い
て
は
そ
の
約
8.5
％
、
こ

と
に
85
歳
以
上
で
は
約
20
％
に
貧
血
が
認

め
ら
れ
ま
す
が
、
高
齢
者
の
貧
血
に
対
す

る
明
確
な
定
義
は
な
く
、
健
診
な
ど
で
は

成
人
の
基
準
値
を
用
い
て
判
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
の
貧
血
で
は
、悪
性
腫
瘍
、

感
染
症
、
膠
原
病
な
ど
の
重
大
な
疾
患
が

背
景
に
あ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
し
、

薬
剤
を
服
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
薬

剤
起
因
性
血
液
障
害
の
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
高
齢
者
は
若
年
者
に
比
べ
て
貧
血
症

状
が
分
か
り
に
く
い
反
面
、
動
脈
硬
化
や

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
な
ど
を
有
す
る
場
合

に
は
心
不
全
を
き
た
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

貧
血
は
赤
血
球
の
平
均
容
積
に
よ
っ

て
、
小
球
性
、
正
球
性
お
よ
び
大
球
性
貧

血
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
分
類
は
貧
血

の
成
因
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
で

す
。
平
均
赤
血
球
容
積
を
表
す
単
位
は
fl

（
フ
ェ
ム
ト
リ
ッ
タ
ー
）
で
10-15

l
に
相
当

す
る
非
常
に
小
さ
な
量
を
あ
ら
わ
す
単
位

で
す
。
大
球
性
貧
血
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
や

葉
酸
の
欠
乏
で
お
こ
り
ま
す
し
、
同
じ
く

大
球
性
貧
血
を
示
す
骨
髄
異
形
成
症
候
群

（
前
白
血
病
状
態
）
な
ど
の
造
血
器
腫
瘍

が
疑
わ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
骨
髄
穿
刺
を

行
い
、
骨
髄
で
の
造
血
の
様
子
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
亜
鉛
や
銅
な
ど
の

微
量
元
素
不
足
に
よ
る
貧
血
も
存
在
す
る

た
め
、
長
期
に
渡
っ
て
経
口
栄
養
摂
取
が

不
可
能
な
場
合
や
透
析
を
行
っ
て
い
る
人

に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
微
量
元
素
に
つ
い

て
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
貧
血
の
症
状

　

慢
性
の
貧
血
の
場
合
、
Hb
濃
度
が
８-

９
ｇ
／
d l
く
ら
い
ま
で
は
無
症
状
の
こ
と

が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
７

ｇ
／
d l
以
下
に
な
る
と
頭
痛
、
耳
鳴
り
、

め
ま
い
、
心
雑
音
な
ど
を
認
め
、
６
ｇ
／

d l
以
下
が
持
続
す
る
と
心
不
全
症
状
を
呈

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
有
効
な
治

療
法
の
確
立
さ
れ
て
い
る
因
子
欠
乏（
鉄
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
、
葉
酸
な
ど
）
に
よ
る
貧

血
で
な
い
場
合
、
７
ｇ
／
d l
以
下
に
な
れ

ば
輸
血
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。
最
近
は
貧
血
で
重
篤
な
自
覚
症

状
を
訴
え
て
病
院
を
受
診
す
る
ケ
ー
ス
は

減
少
し
て
お
り
、
健
診
シ
ス
テ
ム
の
充
実

（一財）健康医学予防協会
本部診療部長

高橋益廣
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に
よ
っ
て
検
査
値
の
異
常
の
精
査
を
目
的

と
し
て
医
療
機
関
を
訪
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（1）
心
血
管
系
お
よ
び
呼
吸
器
症
状

　

心
血
管
系
と
呼
吸
器
は
身
体
の
酸
素
不

足
に
対
す
る
代
償
作
用
を
行
い
ま
す
。
慢

性
的
に
発
症
し
た
貧
血
の
場
合
は
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
が
６
ｇ
／
d l
台
で
も
自
覚
症
状
の

訴
え
が
な
く
、
通
常
通
り
の
仕
事
を
行
っ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
貧
血
が
進
行

す
る
場
合
の
初
期
症
状
は
倦
怠
感
や
易
疲

労
感
で
、
高
度
に
な
る
と
動
悸
、
息
切
れ
、

め
ま
い
、
頭
痛
、
下
肢
の
浮
腫
、
狭
心
症

発
作
な
ど
が
現
れ
ま
す
。
高
齢
者
や
臓
器

障
害
が
あ
る
ケ
ー
ス
で
は
急
速
に
心
不
全

が
進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
貧
血
に

よ
り
心
拍
出
量
が
増
加
す
る
た
め
、
胸
骨

左
縁
の
収
縮
期
心
雑
音
や
右
頚
静
脈
雑
音

（
コ
マ
音
）
が
聴
取
さ
れ
ま
す
。
高
度
の

貧
血
で
は
血
液
の
粘
稠
度
が
低
下
し
て
血

流
速
度
が
増
加
す
る
こ
と
も
コ
マ
音
が
出

現
す
る
要
因
の
１
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

（2）
顔
色
不
良
、
皮
膚
お
よ
び
粘
膜
変
化

　

貧
血
の
際
に
は
脳
・
神
経
、
心
筋
、
骨

格
筋
等
の
酸
素
需
要
の
多
い
臓
器
の
血
流

を
増
や
す
た
め
、
逆
に
皮
膚
へ
の
血
流
量

が
低
下
し
蒼
白
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

黄
疸
、
色
素
沈
着
や
末
梢
静
脈
の
拡
張
が

あ
る
場
合
に
は
顔
色
だ
け
で
貧
血
と
判
断

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
眼
瞼
結
膜
、
口
腔

粘
膜
、
爪
等
の
色
調
変
化
も
確
認
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
口
角
炎
も
生
じ
易
く
な

り
ま
す
。
鉄
は
全
身
の
代
謝
に
関
係
す
る

チ
ト
ク
ロ
ー
ム
等
の
重
要
な
酵
素
の
構
成

成
分
で
あ
る
た
め
、
重
症
鉄
欠
乏
性
貧
血

で
は
、
さ
じ
状
爪
（
爪
が
も
ろ
く
な
り
反

り
返
る
）、舌
炎
、口
角
炎
が
み
ら
れ
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
が
欠
乏
し
て
い
る
悪
性
貧

血
で
は
レ
モ
ン
色
の
蒼
白
な
皮
膚
、舌
炎
、

貧
血
、
白
髪
な
ど
が
み
ら
れ
、
溶
血
性
貧

血
で
は
黄
疸
が
出
現
し
ま
す
。

（3）
神
経
・
筋
症
状

　

頭
痛
、
め
ま
い
、
耳
鳴
り
、
意
識
消
失
、

集
中
力
の
欠
如
、
傾
眠
、
不
穏
や
筋
力
低

下
は
重
篤
な
貧
血
に
共
通
し
て
あ
ら
わ
れ

ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
欠
乏
性
貧
血
で
は

手
足
の
筋
力
低
下
や
し
び
れ
が
認
め
ら
れ

ま
す
。

（4）
消
化
器
症
状

　

鉄
欠
乏
性
貧
血
の
際
に
は
嚥
下
障
害
が

み
ら
れ
、
稀
で
す
が
重
症
例
で
は
土
や
氷

な
ど
を
食
べ
る
異
食
症
が
出
現
し
ま
す
。

悪
性
貧
血
で
は
舌
炎
や
舌
乳
頭
の
萎
縮
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
食
欲
不
振
、
上
腹
部
の

不
快
感
、
下
痢
や
便
秘
を
訴
え
る
ケ
ー
ス

も
多
く
、
貧
血
に
よ
る
症
状
な
の
か
貧
血

を
来
す
原
因
疾
患
に
よ
る
も
の
か
を
確
認

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
貧
血
の
分
類
と
診
断

　

貧
血
の
分
類
は
、
①
成
因
に
よ
る
分
類

(

表
１)

と
、
②
平
均
赤
血
球
容
積
に
よ

る
形
態
学
的
分
類 (

表
２)

が
あ
り
ま
す
。

表２　貧血の平均赤血球容積（ＭＣＶ）による分類
１．小球性貧血（ＭＣＶ＜ 80）
　１）鉄欠乏：鉄欠乏性貧血（慢性の出血によることが多い）
　２）グロビン合成障害：サラセミア
　３）プロトポルフィリン合成障害：鉄芽球性貧血
　４）慢性炎症に伴う貧血：慢性感染症、慢性炎症性疾患・悪性腫瘍など
　５）鉄輸送障害：無トランスフェリン血症
２．正球性貧血（80＜ＭＣＶ＜ 100）
　１）急性出血による貧血：消化管出血など
　２）溶血性貧血
　　ａ．赤血球自身に原因：先天性→遺伝性球状赤血球症、等
　　　　　　　　　　　　　後天性→発作性夜間血色素尿症
　　ｂ．赤血球以外に原因：抗体によるもの→自己免疫性溶血性貧血
　　　　　　　　　　　　　抗体以外→機械的障害による溶血性貧血
　３）赤血球産生低下：再生不良性貧血、赤芽球癆、ウィルスによる造血障害
　４）骨髄造血環境不全：癌の骨髄転移、白血病、骨髄腫、骨髄繊維症など
　５）続発性貧血：腎疾患、内分泌疾患、肝疾患、悪性腫瘍、膠原病
３．大球性貧血（ＭＣＶ＞ 100）
　１）巨赤芽球性貧血
　　ａ．ビタミンＢ 12欠乏：悪性貧血、胃摘出後
　　ｂ．葉酸欠乏性：吸収障害、菜食主義者
　２）腫瘍性造血異常：赤白血病、骨髄異形成症候群
　３）DNA合成障害をきたす薬物
　４）網赤血球増加（急性出血、溶血性貧血、貧血からの回復期）

表１　貧血の成因による分類
１．赤血球産生の低下
２．赤血球寿命の短縮（溶血性貧血）
３．出血
４．赤血球の脾臓での停滞増加
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貧
血
の
原
因
や
発
生
機
序
を
理
解
す
る
に

は
①
が
、
貧
血
の
診
断
を
進
め
る
に
は
②

が
有
用
で
す
。
貧
血
の
成
因
は
、
大
き
く

分
け
て
、
骨
髄
で
の
赤
血
球
産
生
が
低
下

し
て
い
る
か
、
体
内
で
赤
血
球
が
壊
さ
れ

る
（
溶
血
）
こ
と
に
よ
り
赤
血
球
の
寿
命

が
短
縮
し
て
い
る
か
、
出
血
に
よ
り
赤
血

球
の
喪
失
が
起
こ
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い

は
赤
血
球
が
脾
臓
等
の
臓
器
に
停
滞
し
て

体
内
を
循
環
す
る
赤
血
球
の
数
が
減
少
し

て
い
る
か
の
４
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
（
表

１
）。
し
か
し
、
実
臨
床
の
上
で
は
平
均

赤
血
球
容
積
に
基
づ
く
分
類
の
方
が
有
用

で
す
。
平
均
赤
血
球
容
積
に
よ
っ
て
小
球

性
、
正
球
性
、
大
球
性
の
３
つ
に
分
け
ら

れ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
ま
し
た
。
貧
血

と
診
断
さ
れ
た
場
合
は
、
で
き
た
て
の
赤

血
球
で
あ
る
網
赤
血
球
数
、血
清
鉄
、フ
ェ

リ
チ
ン
（
鉄
が
ア
ポ
フ
ェ
リ
チ
ン
と
い
う

タ
ン
パ
ク
と
結
合
し
た
貯
蔵
鉄
）、
Ｌ
Ｄ

Ｈ
（
溶
血
に
よ
り
赤
血
球
か
ら
漏
れ
出
る

酵
素
）、
間
接
ビ
リ
ル
ビ
ン(

溶
血
に
よ

り
赤
血
球
か
ら
血
液
中
に
出
た
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
の
分
解
産
物
で
黄
疸
を
き
た
す
物

質)

、
そ
れ
に
腎
臓
や
肝
臓
の
機
能
検
査

を
行
い
ま
す
。
骨
髄
穿
刺
は
造
血
異
常
を

評
価
す
る
た
め
の
検
査
で
あ
り
、
痛
み
を

伴
い
ま
す
が
大
球
性
や
正
球
性
貧
血
の
一

部
で
は
無
し
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
検
査
で

す
。

（1）
小
球
性
貧
血

　

小
球
性
貧
血
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
合
成
障

害
に
基
づ
く
貧
血
で
す
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

は
、
そ
の
名
の
と
お
り
ヘ
ム
と
グ
ロ
ビ
ン

の
結
合
し
た
タ
ン
パ
ク
質
で
す
。
ヘ
ム
は

鉄
と
プ
ロ
ト
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
の
結
合
し
た

化
合
物
で
、
グ
ロ
ビ
ン
は
ア
ミ
ノ
酸
の
配

列
し
た
ポ
リ
ペ
プ
チ
ド
か
ら
な
る
タ
ン
パ

ク
質
で
す
。小
球
性
貧
血
は
鉄
欠
乏
の
他
、

グ
ロ
ビ
ン
や
プ
ロ
ト
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
の
合

成
障
害
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
圧
倒
的
に
鉄
欠
乏
が
多
く
、
血
清
鉄
低

下
、
フ
ェ
リ
チ
ン
低
値
を
確
認
で
き
れ
ば

鉄
欠
乏
性
貧
血
と
確
定
で
き
ま
す
。
血
清

中
の
フ
ェ
リ
チ
ン
値
は
貯
蔵
鉄
の
目
安
と

し
て
測
定
さ
れ
ま
す
。
鉄
欠
乏
性
貧
血
と

診
断
し
た
場
合
は
鉄
剤
の
経
口
投
与
が
原

則
と
な
り
ま
す
が
、
同
時
に
鉄
欠
乏
を
き

た
す
原
因
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

小
球
性
貧
血
は
自
己
免
疫
疾
患
に
代
表

さ
れ
る
慢
性
炎
症
な
ど
の
際
に
も
高
頻
度

に
認
め
ら
れ
ま
す
。
小
球
性
貧
血
で
鉄
欠

乏
が
な
い
場
合
は
炎
症
の
有
無
を
確
認
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
慢
性
炎
症
で
は
、

炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ロ
イ

キ
ン-

６
な
ど
）
に
よ
る
肝
臓
で
の
ヘ
プ

シ
ジ
ン
（
ホ
ル
モ
ン
の
１
種
）
の
産
生
が

亢
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
腸
管
か
ら
の
鉄

吸
収
や
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
か
ら
血
漿
中
へ

の
鉄
排
泄
が
低
下
す
る
た
め
鉄
利
用
障
害

に
よ
る
貧
血
が
お
こ
り
ま
す
。

　

小
球
性
貧
血
に
は
稀
に
サ
ラ
セ
ミ
ア
の

よ
う
な
先
天
性
グ
ロ
ビ
ン
合
成
障
害
や
鉄

芽
球
性
貧
血
の
よ
う
な
プ
ロ
ト
ポ
ル
フ
ィ

リ
ン
合
成
障
害
に
よ
り
起
こ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
サ
ラ
セ
ミ
ア
は
地
中
海
沿
岸
に

重
症
例
が
多
い
こ
と
か
ら
地
中
海
性
貧
血

と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、
軽
症
例
は
日
本
人

に
も
決
し
て
少
な
く
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
頻
度
は
0.1
％
程
度

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ラ
セ
ミ
ア
で

は
弓
道
の
的
の
よ
う
に
同
心
円
状
の
縞
模

様
を
呈
す
る
赤
血
球
（
標
的
赤
血
球
と
呼

び
ま
す
）
が
み
ら
れ
ま
す
。

（2）
正
球
性
貧
血

　

正
球
性
貧
血
は
平
均
赤
血
球
容
積
が
正

常
な
貧
血
で
す
が
、
網
赤
血
球
の
増
加
の

有
無
で
２
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
網
赤
血

球
は
超
生
体
染
色
で
網
状
顆
粒
状
構
造
が

認
め
ら
れ
る
脱
核
し
た
直
後
の
赤
血
球

で
、
通
常
赤
血
球
数
に
対
す
る
％
ま
た

は
‰
（
％
の
１
／
10
）
で
表
記
さ
れ
ま
す
。

貧
血
の
場
合
は
赤
血
球
数
が
低
下
し
て
い

る
の
で
血
液
１
μ
あ
た
り
の
絶
対
数
を
計

算
し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
網

赤
血
球
増
加
が
あ
れ
ば
少
な
く
と
も
赤
血

球
造
血
に
は
問
題
が
な
い
こ
と
か
ら
、
急

性
出
血
か
溶
血
性
貧
血
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

溶
血
性
貧
血
は
赤
血
球
自
体
に
原
因
が

あ
る
貧
血
と
赤
血
球
以
外
に
原
因
の
あ
る

貧
血
に
分
類
さ
れ
、
赤
血
球
自
体
に
原
因

が
あ
る
貧
血
に
は
先
天
性
と
後
天
性
の
両

者
が
あ
り
ま
す
。

　

遺
伝
性
球
状
赤
血
球
症
は
日
本
に
お
け

る
先
天
性
溶
血
性
貧
血
の
中
で
は
最
も
発

症
率
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

発
症
頻
度
は
10
万
人
に
１
～
２
人
で
す
。

間
接
ビ
リ
ル
ビ
ン
や
Ｌ
Ｄ
Ｈ
、
時
に
Ｇ
Ｏ

Ｔ
（
肝
細
胞
や
赤
血
球
か
ら
逸
脱
す
る
酵

素
）
の
上
昇
、
ハ
プ
ト
グ
ロ
ビ
ン
（
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
と
結
合
す
る
タ
ン
パ
ク
）
の
低

下
な
ど
の
溶
血
所
見
が
明
ら
か
で
あ
れ

ば
、
球
状
赤
血
球
や
楕
円
赤
血
球
な
ど
の

よ
う
な
赤
血
球
形
態
異
常
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
発
作

性
夜
間
血
色
素
尿
症
は
補
体
の
攻
撃
に
対

す
る
防
御
装
置
を
細
胞
表
面
に
固
定
で
き

な
い
こ
と
に
よ
り
、
血
管
内
溶
血
を
お
こ

す
希
な
疾
患
で
す
が
日
本
で
は
重
症
例
が
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多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

赤
血
球
以
外
に
原
因
が
あ
る
溶
血
を

疑
っ
た
場
合
に
は
、
抗
赤
血
球
自
己
抗
体

が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
ク
ー
ム
ス
試
験

で
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
己
抗

体
の
タ
イ
プ
に
よ
り
、
温
式
抗
体
型
自
己

免
疫
性
貧
血
、
寒
冷
凝
集
素
症
お
よ
び
発

作
性
寒
冷
血
色
素
尿
症
の
３
つ
の
病
型
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

　

網
赤
血
球
が
正
常
も
し
く
は
減
少
し
て

い
る
正
球
性
貧
血
の
場
合
は
、
貧
血
の
み

か
白
血
球
減
少
や
血
小
板
減
少
を
伴
っ
て

い
る
か
で
診
断
が
異
な
り
ま
す
。
貧
血
の

み
の
場
合
は
、
骨
髄
で
の
赤
血
球
の
産
生

の
み
が
障
害
さ
れ
る
赤
芽
球
癆
、
腎
臓
か

ら
の
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
（
赤
芽
球
造
血

刺
激
ホ
ル
モ
ン
）
産
生
不
全
で
あ
る
腎
性

貧
血
、
甲
状
腺
機
能
低
下
症
な
ど
に
続
発

す
る
貧
血
等
の
可
能
性
が
あ
り
血
中
エ
リ

ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
や
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
測

定
が
鑑
別
に
有
用
で
す
。
赤
血
球
以
外
に

白
血
球
減
少
や
血
小
板
減
少
を
伴
っ
て
い

る
正
球
性
貧
血
で
は
、
骨
髄
で
の
３
血
球

系
統
の
産
生
不
全
で
あ
る
再
生
不
良
性
貧

血
、
骨
髄
異
形
成
症
候
群
、
発
作
性
夜
間

血
色
素
尿
症
、
骨
髄
線
維
症
の
よ
う
な
特

発
性
造
血
器
障
害
、
造
血
器
腫
瘍
、
癌
の

骨
髄
転
移
な
ど
重
篤
な
疾
患
・
病
態
で
あ

る
可
能
性
が
高
く
骨
髄
穿
刺
に
よ
る
検
査

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
う
っ
血
や
炎
症
に

よ
り
脾
臓
が
腫
大
し
機
能
亢
進
を
来
し
た

場
合
は
、脾
臓
内
の
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ（
大

食
細
胞
）
に
よ
る
血
球
貪
食
に
よ
り
、
正

球
性
貧
血
を
伴
う
汎
血
球
減
少
（
３
血
球

系
統
が
減
少
す
る
）
を
き
た
し
ま
す
。

（3）
大
球
性
貧
血

　

大
球
性
貧
血
は
血
液
細
胞
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
合

成
障
害
を
反
映
し
て
赤
血
球
が
大
型
化
し

た
貧
血
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
と
葉
酸
は

Ｄ
Ｎ
Ａ
合
成
の
補
酵
素
と
し
て
作
用
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
が
欠
乏
し
た
場
合

や
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
合
成
障
害
を
き
た
す
抗
が
ん

剤
等
を
投
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
球
性

貧
血
が
起
こ
り
ま
す
。
赤
血
球
の
未
熟
細

胞
で
あ
る
赤
芽
球
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な

Ｄ
Ｎ
Ａ
合
成
異
常
が
起
こ
る
と
、
ほ
と
ん

ど
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
あ
る
核
の
成
熟
に
時
間
が

か
か
り
、
一
部
の
細
胞
は
骨
髄
内
で
壊
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
死
滅
を
免
れ
た
赤
芽
球

に
お
い
て
は
、
胞
体
で
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の

合
成
は
通
常
通
り
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
核

の
成
熟
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
核
と
胞

体
の
成
熟
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
赤
芽
球

（
巨
赤
芽
球
）
と
な
り
、
脱
核
（
核
が
放

出
さ
れ
る
）
に
よ
り
全
体
的
に
サ
イ
ズ
の

大
き
い
赤
血
球
が
産
生
さ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
貧
血
は
巨
赤
芽
球
性
貧
血
と
呼
ば

れ
ま
す
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
合
成
障
害
が
背
景
に

あ
る
の
で
、
多
く
は
貧
血
の
他
、
白
血
球

数
や
血
小
板
数
も
減
少
し
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
12
が
小
腸
で
吸
収
さ
れ
る
た
め
に

は
、
胃
粘
膜
で
作
ら
れ
る
内
因
子
と
結
合

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
胃
切
除
後

10
年
以
上
経
過
す
る
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
欠

乏
性
の
巨
赤
芽
球
性
貧
血
が
発
症
し
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
前
白
血
病
状
態
と
考
え

ら
れ
る
骨
髄
異
形
成
症
候
群
で
も
同
様
な

貧
血
が
起
こ
り
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　

血
液
検
査
で
貧
血
が
認
め
ら
れ
た
場
合

は
、
白
血
球
数
や
血
小
板
数
が
正
常
か
ど

う
か
が
病
気
の
重
篤
度
を
知
る
上
で
重
要

で
す
。
白
血
球
減
少
や
血
小
板
減
少
が
あ

る
場
合
は
、
骨
髄
で
の
造
血
の
状
態
を
み

る
た
め
に
骨
髄
穿
刺
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
場
合
が
多
く
、
再
生
不
良
性
貧
血
や
骨

髄
異
形
成
症
候
群
な
ど
の
治
療
が
難
渋
す

る
病
気
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
貧
血
の

み
の
場
合
は
、
平
均
赤
血
球
容
積
に
よ
り

小
球
性
貧
血
、
正
球
性
貧
血
、
大
球
性
貧

血
に
分
類
し
ま
す
。
同
時
に
、
網
赤
血
球

の
増
加
の
有
無
を
確
認
し
、
増
加
し
て
い

る
場
合
は
、
骨
髄
で
の
赤
血
球
造
血
は
亢

進
し
て
お
り
、
末
梢
で
赤
血
球
が
壊
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
す
。次
に
は
、

小
球
性
貧
血
、
正
球
性
貧
血
、
大
球
性
貧

血
各
々
に
含
ま
れ
る
病
気
に
つ
い
て
の
検

査
を
行
い
、
貧
血
の
原
因
を
特
定
し
、
適

切
な
治
療
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

貧
血
と
診
断
さ
れ
る
多
く
は
鉄
欠
乏
性

貧
血
で
、
経
口
鉄
剤
が
有
効
で
す
が
、
一

部
に
胃
腸
障
害
等
の
副
作
用
が
あ
り
、
継

続
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
鉄
剤
の

静
脈
注
射
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

体
内
で
の
鉄
は
閉
鎖
回
路
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
過
剰
投
与
に
は
十
分
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
の
因
子
欠
乏

性
貧
血
と
し
て
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
お
よ
び

葉
酸
欠
乏
に
よ
る
巨
赤
芽
球
性
貧
血
が
あ

り
ま
す
が
、
診
断
が
つ
け
ば
欠
乏
因
子
の

投
与
に
よ
り
予
後
は
良
好
で
す
。

１
９
５
１
年
生
ま
れ
。
１
９
７
６
年
新
潟
大
学
医
学
部

卒
業
後
、
新
潟
大
学
医
学
部
第
１
内
科
入
局
（
血
液
内

科
学
）、
１
９
８
２
年
よ
り
２
年
間
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
大

学
医
学
部
血
液
腫
瘍
科
（
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
シ
ア
ト
ル
）
に
留
学
、
１
９
８
５

年
新
潟
大
学
医
学
部
第
一
内
科
助
手
、
１
９
９
５
年
新

潟
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
（
衛
生
技
術
学
科
）
教

授
、
１
９
９
９
年
よ
り
新
潟
大
学
医
学
部
保
健
学
科
（
検

査
技
術
科
学
専
攻
）
教
授
。
専
門
は
、
血
液
内
科
学
、

腫
瘍
免
疫
学
。

高
橋
益
廣
　
略
歴
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春
に
な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
時
期
が
や
っ
て

来
ま
し
た
が
、
整
形
外
科
外
来
に
は
小
中
高
生
の
ス

ポ
ー
ツ
選
手
が
多
勢
受
診
す
る
時
期
で
す
。
成
長
期

の
体
に
は
特
有
の
ス
ポ
ー
ツ
障
害
が
発
生
し
、
中
に

は
重
症
化
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
早
期
の
診
断
と

治
療
、
予
防
が
重
要
で
す
。
一
方
で
運
動
不
足
に
よ

る
小
児
の
生
活
習
慣
病
の
問
題
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
文
部
科
学
省
は
こ
の
４
月
か
ら
学
校
の
検
診
に

運
動
器
検
診
を
法
令
改
正
で
正
式
に
実
施
す
る
こ
と

を
通
達
し
ま
し
た
。
元
々
の
学
校
保
健
法
で
は
運
動

器
に
つ
い
て
は
側
弯
症
が
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
し
た

が
、
今
回
は
あ
ら
ゆ
る
運
動
器
の
異
常
を
対
象
に
し

て
お
り
、全
国
の
小
中
高
校
で
養
護
教
諭
と
学
校
医
、

整
形
外
科
医
が
協
力
し
て
子
供
た
ち
の
運
動
器
の
健

康
管
理
に
取
り
組
む
た
め
の
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
①
調
査
票
が
家
庭
に
配
布
さ
れ
て
記

入
し
回
収
、
②
調
査
票
を
も
と
に
養
護
教
諭
に
よ
る

ス
ク
リ
―
ニ
ン
グ
、
③
学
校
医
に
よ
る
直
接
検
診
で

の
判
定
、
と
進
み
、
要
精
査
者
は
医
療
機
関
へ
の
受

診
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。
新
潟
県
に
お
い
て
平
成
18
年

度
に
実
施
し
た
聖
籠
町
で
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
運
動

器
疾
患
の
有
病
率
は
小
学
生
で
３
・
１
％
、
中
学
生

で
は
６
・
８
％
で
し
た
。
今
回
の
検
診
の
課
題
は
人

員
的
、
時
間
的
な
理
由
か
ら
検
診
の
主
体
が
養
護
教

諭
と
学
校
医
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
検
診

の
精
度
を
高
め
る
た
め
に
は
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い

疾
患
を
念
頭
に
置
い
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ

と
と
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
の
必
要
性
を
専
門
医
が

判
定
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
新
潟
市
で
は

従
来
の
側
弯
症
検
診
の
二
次
検
診
を
運
動
器
検
診
の

二
次
検
診
に
拡
大
し
て
要
精
査
者
を
整
形
外
科
医
が

判
定
す
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

成
長
期
の
運
動
は
最
大
骨
量
を
高
め
、
将
来
の
骨

粗
鬆
症
予
防
に
も
つ
な
が
る
こ
と
も
含
め
て
健
康
で

強
い
体
作
り
の
基
本
で
す
。
小
児
期
の
運
動
習
慣
は

大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
運
動
習
慣
と
深
い
関
連
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
が
子
供
た

ち
の
心
身
の
発
達
や
成
長
に
影
響
す
る
重
要
な
活
動

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
ス

ポ
ー
ツ
は
社
会
の
活
性
化
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
新
し
く
始
ま
る
運
動
器
検

診
を
充
実
さ
せ
て
子
供
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
後

押
し
す
る
こ
と
が
私
た
ち
医
療
者
の
役
目
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
日
本
は
ス
ポ
ー
ツ

が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。
新
潟
か
ら
世
界
を
沸

か
す
よ
う
な
ア
ス
リ
ー
ト
が
育
つ
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

骨粗鬆症連載　骨粗鬆症と骨折の予防

学
校
で
始
ま
る
運
動
器
検
診

医療法人 愛広会

新潟リハビリテーション病院

院　長

山本　智章

26

学校検診における有病率の比較 

心疾患 腎疾患 聴力 

 異常 

近視 運動器 
異常 

小学校 

有病率     

  （％） 

 

1.64 

 

0.55 

 

0.22 

 

25.19 

 

３．１ 

中学校
有病率    

  （％） 

 

2.20 

 

0.60 

 

0.20 

 

50.30 

 

６．８ 

子ども時代の 
身体活動 

子ども時代の 
健 康 

成人後の 
身体活動 

 

成人後の 
健 康 

 

小児と成人における身体活動と健康 
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上
　
月
　
篤
　
子

健
康
体
力
づ
く
り

ウ
エ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム

現 
代
人
の

　

２
０
１
６
年
、
新
し
い
年
を
迎
え
、

季
節
は
、
春
を
迎
え
ま
す
。
今
年
は
、

年
始
よ
り
様
々
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
国
際
的
に
は
、
北
朝
鮮
の
ミ

サ
イ
ル
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
予
備
選

挙
、
国
内
の
話
題
と
し
て
は
、
大
物
官

僚
の
辞
任
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
解
散
騒
動
、

元
プ
ロ
野
球
選
手
の
覚
せ
い
剤
に
よ
る

逮
捕
等
々
…
、
も
の
凄
い
勢
い
で
毎
日

新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
来
ま

す
。
健
康
に
つ
い
て
の
情
報
も
氾
濫
し

て
い
る
状
況
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

つ
い
最
近
も
「
か
く
れ
メ
タ
ボ
」
が

推
定
８
０
０
万
人
と
報
道
さ
れ
て
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
何
が
正
し
い
情
報

な
の
か
…
？　

自
分
に
と
っ
て
何
が
必

要
な
の
か
…
？　

お
悩
み
の
方
も
お
お

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

そ
こ

で
今
回
は
、「
運
動
・
栄
養
・
休
養
」

の
側
面
か
ら
「
小
ネ
タ
」
的
な
新
し
い

情
報
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

加
工
方
法
で

栄
養
成
分
が
変
化

　

昨
年
末
に
文
部
科
学
省
か
ら
15
年
ぶ

り
に
「
日
本
食
品
標
準
成
分
表
」
の
改

定
版
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
５
０

年
の
初
版
か
ら
、
今
回
が
７
回
目
の
改

定
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
干
し
ひ

じ
き
」
に
含
ま
れ
る
鉄
分
が
、
改
訂
前

の
何
と
９
分
の
１
以
下
に
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
丁
度
、
３

～
４
月
が
旬
を
迎
え
る
「
ひ
じ
き
」
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
は
、
鉄
分
を
多
く
含

む
食
材
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
き
っ
と
こ
の
話

題
は
、
報
道
等
で
ご
存
知
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
実
は
、
こ
れ
だ
け
変

化
し
た
原
因
は
、
加
工
方
法
に
あ
っ
た

の
で
す
。「
干
し
ひ
じ
き
」
は
、
原
料

の
海
藻
を
鉄
製
の
釜
で
煮
て
渋
み
を
取

り
、乾
燥
し
て
作
ら
れ
ま
す
。
以
前
は
、

「
ひ
じ
き
」
を
煮
る
と
き
、
鉄
製
の
釜

が
使
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、近
年
、

使
わ
れ
る
釜
が
鉄
製
か
ら
ス
テ
ン
レ
ス

製
に
代
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
ひ
じ

き
」
に
含
ま
れ
る
鉄
分
が
減
っ
た
と
い

う
結
果
に
至
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
今

回
発
表
さ
れ
た
改
訂
版
で
は
、
ス
テ
ン

レ
ス
釜
で
加
工
さ
れ
た
「
ひ
じ
き
」
に

は
、
100
ｇ
あ
た
り
鉄
は
、
６
･
２
mg
し

か
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
方
、
鉄

釜
で
の
加
工
だ
と
58
・
２
mg
で
す
。
鉄

製
の
釜
で
茹
で
て
い
た
か
ら
、
釜
か
ら

鉄
分
が
溶
出
し
て
「
ひ
じ
き
」
の
鉄
分

が
多
か
っ
た
…
と
い
う
こ
と
は
、「
ひ

じ
き
」
自
体
に
鉄
分
が
少
な
く
と
も
加

工
す
る
過
程
で
鉄
製
の
釜
を
使
用
す
る

こ
と
で
鉄
分
を
多
く
含
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
今
後
は
、
鉄
分
補
給
の
た
め

に
「
ひ
じ
き
」
を
使
用
し
た
い
場
合
は
、

製
法
を
調
べ
る
か
、
鉄
製
の
鍋
で
調
理

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
ね
…
。「
ひ
じ
き
」
の
他
に
「
切

干
大
根
」
も
100
ｇ
あ
た
り
の
鉄
分
が

９
・
７
mg
か
ら
３
・
１
mg
と
お
よ
そ
３
分

の
１
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
以

生

涯

現

役

の

体

づ

く

り

新

し

い

健

康

情

報

に

つ

い

て

Vol.16
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前
、
鉄
製
の
包
丁
で
加
工
さ
れ
て
い
た

の
が
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
包
丁
に
と
っ

て
か
わ
っ
た
た
め
鉄
分
が
減
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う

に
加
工
す
る
釜
や
包
丁
に
よ
っ
て
、
食

品
に
含
ま
れ
る
鉄
分
が
こ
れ
程
ま
で
大

き
く
変
化
す
る
と
は
、
き
っ
と
生
産
者

の
方
々
も
考
え
も
し
な
か
っ
た
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

今
回
の
改
訂

で
、「
ひ
じ
き
」
＝
「
鉄
分
の
王
様
」

で
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
食
物
繊
維

や
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
が
豊
富
な
食
品
で

す
。
４
月
に
ひ
じ
き
漁
が
解
禁
と
な
る

そ
う
で
す
の
で
、
ご
自
宅
で
調
理
さ
れ

る
際
に
は
、
鉄
の
鍋
で
調
理
す
る
の
も

良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
鉄
分
の
一
番

の
働
き
は
、
酸
素
を
全
身
に
運
ぶ
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
、
鉄
分
が
不
足
す
る

と
体
に
酸
素
が
行
き
わ
た
ら
な
い
た

め
、
酸
素
不
足
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

主
な
症
状
と
し
て
は
め
ま
い
や
息
切

れ
、
動
悸
に
加
え
て
筋
力
の
低
下
に

よ
っ
て
疲
れ
や
す
く
な
る
、
倦
怠
感
や

脱
力
感
を
感
じ
や
す
く
な
る
と
い
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
鉄
欠
乏
性
貧
血
」

は
、よ
く
知
ら
れ
て
い
る
症
状
名
で
す
。

今
は
、
調
理
器
具
も
色
々
と
新
し
く
便

利
な
も
の
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ

ラ
イ
パ
ン
や
鍋
も
扱
い
や
す
く
焦
げ
付

か
な
い
も
の
が
多
く
出
回
っ
て
い
ま
す

が
、
鉄
分
補
給
に
は
、
鉄
鍋
を
使
用
し

て
調
理
を
し
た
り
、
鉄
瓶
で
お
湯
を
沸

か
す
等
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？　

私
も
長
年
愛
用
し
て
い
る
重
い

グ
リ
ル
パ
ン
で
先
日
久
し
ぶ
り
に
調
理

を
致
し
ま
し
た
。
不
足
し
が
ち
な
栄
養

素
の
補
給
に
は
、
手
軽
な
サ
プ
リ
メ
ン

ト
も
あ
り
ま
す
が
、
身
近
な
も
の
を
活

用
す
る
こ
と
も
エ
コ
に
つ
な
が
る
と
感

じ
た
次
第
で
す
。

効
果
的
な
休
養（
睡
眠
）の
認
識

22
時
の
神
話

　

そ
れ
で
は
、
次
に
休
養
に
つ
い
て
の

情
報
を
お
伝
え
し
て
行
き
ま
す
。
こ
ち

ら
も
既
に
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
疲
労
回
復
効
果
の
高
い
成
長

ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
た
め
に
は
、
睡
眠
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
は
、
22
時
か
ら
午

前
２
時
と
い
う
こ
と
を
耳
に
し
た
経
験

の
あ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？　

実
は
、
私
も
単
純
に
こ
の
フ

レ
ー
ズ
に
長
年
悩
ま
さ
れ
て
い
た
１
人

で
す
。
女
性
に
と
っ
て
は
、「
お
肌
を

綺
麗
に
保
つ
た
め
に
は
22
時
に
就
寝
し

ま
し
ょ
う
…
」
男
性
に
と
っ
て
は
、「
筋

ト
レ
を
し
た
ら
、
筋
肉
の
修
復
の
た
め

に
22
時
ま
で
に
寝
る
…
」
お
子
さ
ん
に

は
、「
成
長
の
た
め
に
も
22
時
ま
で
に

は
寝
さ
せ
る
こ
と
…
」
等
は
、
ど
な
た

で
も
一
度
は
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、

実
際
に
実
行
し
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
実
行

出
来
な
い
こ
と
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た

り
し
た
経
験
を
お
持
ち
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
22
時
か
ら

午
前
２
時
の
４
時
間
が
成
長
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
時
間
…
と
と
ら
え
て
し
ま
い
、

そ
の
時
間
に
睡
眠
出
来
て
い
な
い
か
ら

「
肌
の
調
子
が
悪
い
…
」「
筋
肉
の
疲
労

が
と
れ
な
い
…
」
と
感
じ
て
し
ま
っ
た

こ
と
も
事
実
で
す
。
本
当
に
お
恥
ず
か

し
い
次
第
で
す
。
成
長
ホ
ル
モ
ン
が

も
っ
と
も
多
く
分
泌
さ
れ
る
ゴ
ー
ル
デ

ン
タ
イ
ム
は
、
時
間
帯
で
は
な
く
、「
睡

眠
直
後
の
３
時
間
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
３
時
間
を
い
か
に
快
適
に
熟
睡
す

る
こ
と
が
出
来
る
か
？　

質
の
高
い
睡

眠
を
と
る
こ
と
が
出
来
る
か
？　

が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
お
仕
事
の
関
係

で
深
夜
勤
務
で
夜
勤
明
け
の
就
寝
時
間

が
早
朝
に
な
る
方
や
、帰
宅
後
に
食
事
、

入
浴
等
を
済
ま
せ
る
と
23
～
24
時
が
就

寝
時
間
と
い
う
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
多
様
化
し
て
い
る

今
日
で
は
、
22
時
に
就
寝
出
来
る
方
の

方
が
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
22
時

就
寝
説
が
普
及
し
た
の
は
、
当
時
、
一

般
的
な
日
本
人
の
就
寝
時
間
が
22
時

だ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、「
睡
眠
の

質
の
高
さ
」
に
こ
だ
わ
っ
て
寝
具
や
照

明
、
香
り
、
入
浴
、
ス
ト
レ
ッ
チ
等
、

ご
自
身
が
よ
り
良
く
睡
眠
に
入
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
な
工
夫
を
楽
し
み
な
が

ら
お
こ
な
っ
て
頂
く
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

脂
肪
燃
焼
に
は
有
酸
素
運
動
を
20
分

以
上
継
続
し
な
い
と
効
果
が
な
い
…

　

「
脂
肪
燃
焼
を
目
的
と
す
る
の
な
ら

20
分
以
上
運
動
し
な
い
と
効
果
が
な
い

…
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
も
よ
く
耳
に
す

る
（
し
た
）
内
容
で
す
。
こ
の
理
由
は
、

多
く
の
消
化
酵
素
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
脂
肪
分
解
酵
素
リ
パ
ー
ゼ
の
活
性

度
は
体
温
が
１
～
２
℃
上
昇
し
た
温
度

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
20
分
程
度
運
動
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上月　篤子 （こうづき あつこ） Kouzuki Atsuko

フィットネスクラブでの企画運営に関わるアドバイザー、スーパーバイザー、

また、インストラクターの育成・研修等経験し、18 年前に独立。企業におけ

る健康づくりの企画・運営及び、フィットネスクラブでのレッスン、パーソナ

ルトレーナー、イベント等各種の業務を受託している。

株式会社ボディムーブズ代表取締役

アメリカスポーツ医学協会
ヘルス＆フィットネススペシャリスト

し
て
体
温
を
上
げ
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ

糖
を
枯
渇
し
た
状
態
で
脂
肪
燃
焼
に
切

り
替
え
る
こ
と
は
正
し
い
セ
オ
リ
ー
で

す
。
し
か
し
、
脂
肪
燃
焼
は
細
切
れ
で

も
血
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
枯
渇
す
れ
ば
始

ま
る
の
で
、
あ
え
て
20
分
有
酸
素
運
動

を
続
け
な
く
て
も
、
５
分
の
運
動
（
活

動
）
を
４
回
等
、
合
計
の
時
間
で
も
運

動
効
果
が
あ
る
と
言
う
の
が
最
近
の
説

で
す
。
ま
た
、
運
動
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
は
、
運
動
開
始
直
後
は
、
脂
肪
よ
り

も
糖
質
を
多
く
活
用
し
よ
う
と
し
ま

す
。
運
動
時
間
を
継
続
す
る
に
従
い
、

徐
々
に
糖
質
の
割
合
が
減
り
、
脂
肪
の

割
合
が
増
え
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
体

内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
は
、
時
間

だ
け
で
は
な
く
、
運
動
の
強
度
も
関
係

し
ま
す
。
運
動
強
度
の
高
い
運
動
は
糖

質
が
主
に
消
費
さ
れ
、
運
動
強
度
の
低

い
運
動
は
、
脂
肪
を
主
に
消
費
さ
れ
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
運
動
種

目
に
た
と
え
る
と
、
短
距
離
走
と
マ
ラ

ソ
ン
で
は
、
主
に
利
用
さ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
発
揮
さ
れ
る
パ
ワ
ー

も
異
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
筋
肉
の
使

い
方
も
異
な
り
、
強
化
さ
れ
る
機
能
に

も
違
い
が
出
て
来
ま
す
。
運
動
種
目
に

よ
り
選
手
の
体
つ
き
に
も
変
化
が
生
じ

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
の
よ

う
に
活
動
量
を
増
や
し
て
い
く
か
？　

日
々
の
活
動
量
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
が

課
題
と
な
り
ま
す
の
で
、
家
の
中
で
も

外
で
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
過
ご
し
て
頂
く

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。「
20
分
継
続

し
な
い
と
効
果
が
な
い
…
」で
は
な
く
、

「
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
」
時
間
を
見
つ
け
て

活
動
量
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
ち
ょ
っ
と
新
し
い
情
報
と

い
う
こ
と
で
「
小
ネ
タ
」
的
な
内
容
を

ご
紹
介
致
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、

体
や
運
動
、
栄
養
に
つ
い
て
の
様
々
な

新
し
い
情
報
、解
釈
が
あ
り
ま
す
。ネ
ッ

ト
で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
検
索
す

れ
ば
、
情
報
が
あ
ふ
れ
出
て
く
る
の
が

今
の
状
況
で
す
。
テ
レ
ビ
で
も
、
こ
の

症
状
に
は
、
こ
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
こ

の
化
粧
品
、
こ
の
マ
シ
ー
ン
等
々
…
す

べ
て
必
要
と
思
っ
た
ら
ど
れ
だ
け
そ
ろ

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
…
？　

と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、私
達
は
、

い
か
に
情
報
を
正
し
く
理
解
し
活
用
す

る
か
？　

と
い
う
課
題
と
向
き
合
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
健

康
づ
く
り
に
お
い
て
も
新
し
い
情
報
が

す
べ
て
良
い
…
で
は
な
く
、
少
し
精
査

し
て
、ご
自
身
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
、

必
要
な
情
報
を
活
用
し
て
行
き
ま
し
ょ

う
。
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暖
冬
と
は
言
え
、
当
地
新
潟
も
よ
う
や
く
「
桜
」「
菜
の
花
」

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
が
咲
く
な
ど
華
や
か
な
春
が
ま
い
り
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
四
月
一
日
に
待
望
の
「
新
潟
健
診
プ
ラ
ザ
」
が

移
転
開
設
し
ま
し
た
。

　

新
施
設
最
大
の
特
長
は
人
間
ド
ッ
ク
・
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
の

方
々
に
男
女
別
フ
ロ
ア
ー
で
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
を
整
え
ま

し
た
。ま
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導
入
し
脳
ド
ッ
ク
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
今

ま
で
以
上
に
安
心
で
快
適
な
健
診
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

事
務
局
　
奈
須
野
　
清  

随
想

　
新
潟
健
診
プ
ラ
ザ
開
設
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
財
団
法
人

　
健
康
医
学
予
防
協
会

相
談
役
　
安
　
藤
　
　
　
保

　

当
協
会
は
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
、新
潟
市
中
央
区
紫
竹
山（
旧

市
民
病
院
跡
地
）
に
新
潟
県
で
は
初
め
て
と
な
る
男
女
別
健
診
フ
ロ

ア
ー
を
備
え
た
生
活
習
慣
病
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る

脳
ド
ッ
ク
も
含
む
）
等
の
健
診
機
関
「
新
潟
健
診
プ
ラ
ザ
」
を
開
設

オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し
た
。

　

従
来
の
新
潟
市
東
区
は
な
み
ず
き
に
あ
っ
た
施
設
は
平
成
十
年
に

建
設
、
数
度
の
増
改
築
を
経
て
十
八
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間

受
診
者
数
は
当
初
の
見
込
み
を
遙
か
に
超
え
、
施
設
内
の
混
雑
や
駐

車
場
の
手
狭
な
ど
受
診
者
の
方
々
の
不
便
は
も
と
よ
り
職
員
に
も
少

な
か
ら
ず
負
担
を
与
え
て
参
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
健
診
プ
ラ
ザ
は
こ
れ
ら
の
点
を
改
良
し
建
家
の
延
べ
面
積

は
従
来
の
約
二
倍
、駐
車
場
は
四
百
台
の
駐
車
が
可
能
と
し
ま
し
た
。

ま
た
施
設
内
は
窓
を
広
く
採
り
明
る
く
衛
生
的
で
開
放
感
あ
る
造
り

と
し
、
受
付
ロ
ビ
ー
、
待
合
室
、
健
診
フ
ロ
ア
ー
、
食
堂
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
ル
ー
ム
等
、
椅
子
テ
ー
ブ
ル
に
至
る
ま
で
す
べ
て
受
診
者
に
心

地
よ
く
受
診
出
来
る
よ
う
万
全
の
配
慮
を
致
し
ま
し
た
。
又
か
ね
て

よ
り
念
願
で
あ
っ
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
設
置
、
受
診
者
の
希
望
す
る
脳
ド
ッ

ク
が
こ
の
施
設
内
で
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

か
え
り
み
ま
す
と
、
健
診
プ
ラ
ザ
開
設
に
至
る
協
会
三
十
二
年
の

歩
ん
だ
道
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

と
い
う
の
も
新
潟
県
は
先
進
の
健
診
機
関
も
数
多
く
競
争
も
激
し

く
、
発
足
当
初
は
決
し
て
順
風
満
帆
と
行
か
ず
苦
難
の
道
を
歩
み
ま

し
た
。

　

協
会
の
安
定
拡
大
を
図
る
た
め
、
新
し
く
健
診
以
外
の
事
業
も
含

め
種
々
模
索
も
し
ま
し
た
が
、そ
の
都
度
立
案
し
た
事
業
の
将
来
性
、

収
益
性
を
綿
密
に
検
討
し
、採
否
の
二
者
択
一
の
判
断
を
し
な
が
ら
、

最
終
的
に
は
協
会
本
来
の
事
業
で
あ
る
健
診
事
業
の
業
容
拡
大
に
専

念
す
る
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。
今
思
え
ば
理
事
長
の
的
確
な
判
断
と

決
断
が
あ
り
、
こ
れ
に
従
う
職
員
の
粘
り
強
い
懸
命
な
努
力
の
裏
付

け
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
今
日
を
迎
え
ら
れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
健
診
プ
ラ
ザ
の
開
設
を
期
に
今
後
と
も
、
明
る
く
笑
顔
で
接

す
る
健
診
機
関
を
モ
ッ
ト
ー
に
施
設
の
充
実
、
人
材
の
育
成
を
図
り

受
診
者
の
更
な
る
健
康
管
理
の
向
上
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

2016年

4月1日㈮ 移転オープン
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駐車場収容台数400台

紫鳥線

南口 笹出線
栗
ノ
木
バ
イ
パ
ス

弁
天
線

丸亀製麺様●

新潟中央自動車学校様
●

●ドン･キホーテ様

市総合保健医療センター様

新潟バイパス
（新潟市民病院跡地）

●

新潟健診プラザ
紫竹山
I.C.

弁天
I.C.

JR新潟駅

7

8

514F	 会議室

3F	 人間ドック専用ラウンジ
	 （リラクゼーションルーム､カフェテリア）

2F　メンズフロア､レディースフロア
	 （人間ドック・生活習慣病予防健診）

	 受付・会計
1F	 健診フロア（一般健診）
	 外来診察室

脳ドック運用開始
MRI装置の導入により脳卒中･脳腫瘍･脳動脈
瘤･認知症に対する検査を行います。

女性専用フロア完備
検査は女性スタッフを中心に対応しますので、
リラックスしてご受診いただけます。


